
【再評価】

事業の
必要性

事業の
見込み

事業の
効果

年度 事業期間
事業費

（億円）
進捗率
（％）

Ｂ/Ｃ

H29 H19～H48 242 29 19.1

H24 H19～H48 242 18 19.1

H19 H19～H48 242 - 19.1

H29 H19～H48 2546 29 1.3

H23 H19～H48 2546 21 1.3

H19 H19～H48 2546 - 1.3

H29 H20～H39 22.6 22 2.8

H24 H20～H29 22.6 8 -

H20 H20～H29 22.6 - 2.8

H29 H25～H35 32.0 12.5 3.70

H25 H25～H31 28.6 - 3.70

【事後評価】

長期継続
地元調整
の難航

B B A 継続

継続

4 農地整備課
農業農村整備事業
(たん水防除事業) 前野

マエノ

地区 西尾市

流域内開発による流出量の増
加等により能力不足となった
排水機場を整備し、農地･農
業用施設等の湛水被害を防止
する。

排水機場　1箇所 H25

H20 再々評価
予算措置
による

B B A

A 継続

3 河川課 海岸事業
田原・豊橋

海岸
田原市
豊橋市

侵食による国土消失の防止
潜堤4基（L=600m）

養浜210,000ｍ
3

河道拡幅、築堤、河床掘
削、調節地、放水路整備、
ポンプ増強、護岸工、河川
排水施設

H19 再々評価 - A A

B A 継続

2 河川課 河川事業
一級河川

庄内川水系
新川圏域

名古屋市
他

新川及び五条川下流では30
年に1回程度の大雨（24時
間雨量252mm）、五条川上
流及びその他河川では10年
に1回程度の大雨（24時間
雨量205mm）で発生する洪
水を安全に流下させること
を目標とする。

乙川に関しては、昭和46年
8月洪水と同規模の大雨
（24時間雨量352.0㎜）、
伊賀川、竜泉寺川に関して
は、5年に1回程度の大雨
（時間雨量46.8㎜）で発生
する洪水を河道で安全に流
下させることを目標とす
る。

築堤       V=259,000m
3

護岸整備   A=280,000m
2

掘削       V=1,179,000m
3

橋梁       9橋
遊水地整備 A=17.2ha

H19 再々評価 - B

採択
年度

再評価
該当基準

事業期間
延伸理由

対応
方針案

参考事項：H28年度と前回再評価時との比較
（上段：今回、中断：前回再評価時、下段：事前評価時）

1 河川課 河川事業
一級河川

矢作川水系
乙川圏域

岡崎市

備考
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各評価項目の判定結果
番号 事業課

事業名
（細事業名）

地区名 事業箇所 事業内容事業目標

事業費
（億円）

事業期間
事業目標の達

成状況

事業効果の発

現状況
事業実施によ

る環境の変化

上段：実績

下段：当初

上段：実績

下段：当初

○：達成

×：未達成

○：発現

×：未発現

○：影響無

×：影響有

12.8 H13～H24

19.2 H13～H19

11.0 H15～H24

12.6 H15～H21

5.1 H18～H24

8.6 H18～H22

番号 事業課
事業名

（細事業名）
地区名 事業箇所

事業概要（上段：実績、下段：当初） 評価結果の概要 対応方針（案）の概要

備考

事業目標 事業内容
今後の事
業評価の
必要性

改善措置
の必要性

同種事業
に反映す
べき事項

3 水産課 漁港漁場事業 遠州灘地区 田原市

魚礁漁場を造成することにより、
沿岸漁業の発展と漁家経営の安定
化を図り、水産物の安定供給に資
する。

魚礁製作及び設置　36,092空m3
コンクリート製魚礁  23,331.8m3
鋼製魚礁　12,760.2空m3

○ ○ ○ なし なし あり

1 農地整備課
農業農村整備事業
(農村活性化
住環境整備事業)

福地
フクチ

中部
チュウブ

地区 西尾市

農地の区画拡大や農道等を整備
し、生産性の向上を図るととも
に、公園用地等を創出し農村生活
環境の向上を図る。

ほ場整備　74ha
集落道路　3.2km
集落排水路　0.6km
農村公園整備 1箇所

○ ○ ○ なし なし あり

2 農地整備課
農業農村整備事業
(たん水防除事業) 小倉

オグラ

地区 常滑市

流域内開発による流出量の増加等
により能力不足となった排水機場
を整備し、農地･農業用施設等の
湛水被害を防止する。

排水機場　1箇所 ○ ○ ○ なし なし あり


